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こ
れ
は
、
津
山
藩
主
松
平
家
第
７
代
・
斉
孝
の
肖

像
画
で
す
。
剃
髪
し
て
腰
に
刀
を
差
し
て
座
り
、
脇

に
は
葵
紋
入
り
の
刀
掛
も
見
え
ま
す
。

斉
孝
は
、
天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
第
５
代
藩

や
す
も
か

主
・
康
哉
の
一
二
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
兄
の

や
す
は
ろ

康
又
が
父
の
跡
を
継
い
だ
の
で
す
が
、
文
化
２
年

（
１
８
０
５
）
に
急
死
し
た
た
め
、
肥
歳
で
急
き
ょ

藩
主
と
な
り
ま
す
。

妬
年
に
及
ぶ
彼
の
治
世
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、

松
平
家
の
叩
万
石
復
帰
で
す
。
こ
れ
は
、
将
軍
・
徳

川
家
斉
の
子
息
・
銀
之
助
（
後
の
斉
民
）
を
養
子
に

迎
え
る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
彼
は
、
松
平

家
の
津
山
藩
主
と
し
て
初
め
て
、
成
人
し
た
嫡
子
に

家
督
を
譲
り
隠
居
で
き
た
人
物
で
す
。
坐
歳
で
の
隠

居
後
は
国
元
津
山
に
帰
り
、
剃
髪
し
て
「
越
後
入
道
」

ま
た
は
「
酔
笑
斎
」
と
称
し
、
天
保
９
年
（
１
８
３
８
）

に
副
歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

斉
孝
の
略
歴
を
把
握
し
た
う
え
で
、
改
め
て
こ
の

肖
像
画
を
見
る
と
、
隠
居
・
剃
髪
後
の
晩
年
の
姿
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
作
者
の
落
款
や
賛
、
由

来
を
記
し
た
箱
書
な
ど
も
無
く
、
作
成
目
的
な
ど
詳

細
は
不
明
で
す
が
、
肖
像
画
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
津
山
藩
主
の
中
で
は
極
め
て
稀
な
例
で
あ
り
、

貴
重
な
資
料
で
す
。
（
小
島
）
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調
査
報
告
で
は
、
美
作
の
鉄
道
や
津
山
町
議
会
議

事
録
の
調
査
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

、
多

◆
自
然
風
土
・
考
古
部
会

（
部
会
長
函
河
本
委
員
、
副
部
会
長
亜
可
児
委
員
）

当
部
会
で
は
執
筆
者
を
大
幅
に
増
員
し
（
次
ペ
ー

ジ
参
照
）
、
そ
の
う
え
で
考
古
資
料
編
の
編
集
方
針
、

編
集
要
綱
、
時
期
区
分
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
資
料
編
で
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
ま

で
の
遺
跡
を
取
り
扱
う
た
め
、
特
に
古
代
以
降
の
時

期
区
分
に
つ
い
て
、
他
部
会
と
の
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

取
り
上
げ
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
「
通
史
叙
述
上

は
も
ち
ろ
ん
、
個
別
に
み
て
も
資
料
的
価
値
を
有
す

る
遺
跡
・
遺
物
を
検
討
の
う
え
調
整
し
て
掲
職
す
る
」

と
い
う
編
集
方
針
に
基
づ
き
、
時
代
ご
と
に
遺
跡
を

絞
り
込
ん
で
い
ま
す
。
２
５
０
前
後
の
遺
跡
を
掲
載

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
、
市
内
の
遺
跡
調
査
の
研

究
史
、
考
古
学
関
係
文
献
一
覧
な
ど
も
掲
載
し
ま
す
。

◆
古
代
部
会

（
部
会
長
率
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
“
今
津
委
員
）

当
部
会
で
は
、
郷
土
博
物
館
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
湊
氏
に

新
た
に
執
筆
者
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
３
人
の
体

制
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
制
で
古
代
編
の
内
容
お

よ
び
執
筆
の
分
担
な
ど
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
秋
に

は
美
作
国
の
古
代
官
道
や
、
そ
の
周
辺
に
あ
っ
た
美

作
国
の
重
要
な
施
設
の
遺
跡
な
ど
を
調
査
す
る
予
定

で
す
。

都
会
通
修

型

皇

◆
中
世
部
会

（
部
会
長
亜
三
好
委
員
副
部
会
長
印
久
野
委
員
）

昨
年
度
に
実
施
予
定
で
延
期
さ
れ
た
市
内
の
巡

見
を
４
月
に
行
い
ま
し
た
。
旧
市
の
東
部
、
加
茂

地
区
、
阿
波
地
区
、
勝
北
地
区
を
回
り
、
医
王
山

城
跡
な
ど
の
山
城
や
居
館
跡
、
河
面
の
清
瀧
寺
の

宝
薩
印
塔
な
ど
中
世
の
遺
跡
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
５
月
に
は
美
作
総
社
宮
の
調
査
も
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
中
世
文
書
の
原
本
確
認
な

ど
、
必
要
な
資
料
調
査
を
順
次
行
う
予
定
で
す
。

◆
近
世
部
会

（
部
会
長
“
定
兼
委
員
、
副
部
会
長
”
在
間
委
員
）

年
度
明
け
の
４
月
に
部
会
を
開
き
、
今
ま
で
の

経
過
と
新
年
度
の
計
画
を
確
認
し
た
後
、
近
世
の

女
性
史
を
研
究
し
て
い
る
妻
鹿
氏
か
ら
、
津
山
藩

の
家
老
家
の
縁
戚
関
係
に
関
す
る
調
査
・
研
究
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
は
、
郷
土
博
物
館
が

収
蔵
す
る
愛
山
・
矢
吹
家
・
玉
置
家
の
各
文
書
群

か
ら
、
近
世
資
料
編
に
掲
載
す
べ
き
候
補
の
選
別

会
を
実
施
し
て
、
現
時
点
で
の
絞
り
込
み
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
部
会
員
各
自
が
列
挙
し
た
通
史
編
の
項

目
案
を
集
約
中
で
、
部
会
で
の
協
議
を
経
て
今
年

度
中
に
は
大
ま
か
な
内
容
構
成
や
執
筆
分
担
が
決

ま
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
並
行
し
て
、
個
人
所
蔵

資
料
の
調
査
も
随
時
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

成
釦
年
３
月
刊
行
を
目
指
す
と
確
認
し
ま
し
た
。

◆
近
現
代
部
会

ま
す
。

決
し
て
、
よ
り
良
い
近
現
代
編
に
し
た
い
と
思
い

久
米
・
勝
北
民
俗
資
料
館
保
存
資
料
を
９
．
皿
月

近世部会での愛山文書選別会の様子（５月２３日）

②

７
月
５
日
に
今
年
度
第
１
回
の
部
会
を
開
き
ま

し
た
。
ま
ず
、
今
年
度
中
に
資
料
編
掲
載
候
補
の

に
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

他
に
も
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
一
つ
ず
つ
解

次
選
定
を
行
い
、
以
後
数
次
の
選
定
を
経
て
平

（
部
会
長
“
在
間
委
員
、
副
部
会
長
”
香
山
委
員
）



戸 可

ー一

◆
民
俗
部
会

新
た
に
執
筆
者
と
し
て
参
加
す
る
方
々
と
調
査
方

進
ん
で
い
ま
す
。

調
査
や
、
民
具
の
目
録
作
成
・
写
真
撮
影
な
ど
も

議
し
ま
し
た
。
市
内
各
所
を
回
っ
て
の
聴
き
取
り

法
を
確
認
し
、
今
後
の
調
査
計
画
等
に
つ
い
て
協

館
、
中
央
公
民
館
な
ど
で
調
査
を
し
ま
し
た
。

き
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
佐
良
山
公

民
話
を
語
ら
れ
て
い
る
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

民
館
、
勝
北
公
民
館
、
成
名
公
民
館
、
高
野
公
民

血一一一一＝一

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
部
会
を
２
回
開
催
し
、

民
話
の
調
査
で
は
、
図
書
館
や
小
学
校
な
ど
で

（
部
会
長
塁
削
原
委
員
、
副
部
会
長
“
安
倉
氏
）

民話の聴き取り調査の様子

皇

③

○
自
然
風
土
・
考
古

津
田
秀
実
く
ら
し
き
作
陽
大
学
准
教
授

光
本
順
岡
山
大
学
准
教
授

岡
田
博
元
岡
山
県
教
委
職
員

岡
本
寛
久
元
岡
山
県
教
委
職
員

村
上
幸
雄
元
総
社
市
教
委
職
員

湊
哲
夫
元
津
山
市
教
委
職
員

中
山
俊
紀
元
津
山
市
教
委
職
員

安
川
豊
史
元
津
山
市
教
委
職
員

行
田
裕
美
元
津
山
市
教
委
職
員

光
永
真
一
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
参
鞭

尾
上
元
規
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
総
括
主
幹

小
林
利
晴
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
総
括
主
幹

島
崎
東
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
任

米
田
克
彦
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
任

河
合
忍
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
主
任

○
民
俗

猪
原
千
恵

深
見
か
づ
み

森
川
奈
津
美

○
古
代

湊
哲
夫
元
津
山
市
教
委
職
員

※
各
部
会
の
執
筆
者
と
し
て
、
新
た
に
左
の

方
々
が
加
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
敬
称
略
）

岡
山
空
襲
展
示
室
勤
務

蒜
山
郷
土
博
物
館
勤
務

政
田
民
俗
資
料
館
勤
務

６
月
四
日
第
１
回
民
俗
部
会

型

５
月
訓
日
第
２
回
考
古
部
会

５
月
羽
日
近
世
愛
山
文
書
選
別
会

編
さ
ん
事
業
の
経
過
（
平
成
刀
年
４
月
～
）

『津山市史研究』販売中 ６
月
”
日
近
世
矢
吹
家
文
書
選
別
会

７
月
型
日
第
２
回
民
俗
部
会

７
月
加
日
近
世
玉
置
家
文
書
選
別
会

７
月
肥
日
第
４
回
考
古
部
会

７
月
５
日
第
１
回
近
現
代
部
会

７
月
４
日
第
３
回
考
古
部
会

６
月
躯
日
第
１
回
古
代
部
会

創刊号：１冊８００円
ださい。

Ｌ

４
月
弱
日
第
１
回
近
世
部
会

４
月
腿
日
第
１
回
考
古
部
会

新しい市史の発刊に先がけて、調査・研究内容の発表

や編さん事業の広報を行なうため、『津山市史研究ｊを創
刊しました。年１回発行予定ですので、今後もご期待く

･森俊弘「宇喜多直家の新出書状

一祝山城をめぐる攻防戦の関連史料-」

』

安倉清博「『民具』への視点と展望
一津山市所有民具の現状と市史への活用一｜

･森元辰昭「津山地域の金次郎像・

報徳運動の研究（その１）」

･東昇「近世後期津山藩の葵をめぐる領主と領民」



森
家
の
場
合
、
４
代
で
改
易
と
な
り

津
山
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
大
き

く
作
用
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
２
代
長
継
は
如
年
の
長
期

に
わ
た
っ
て
藩
主
の
座
に
あ
り
、
彼
の

像
が
確
認
で
き
な
い
の
は
不
思
議
な
こ

蓋

江
戸
時
代
に
各
地
を
治
め
た
大
名
家

に
は
、
歴
代
の
肖
像
画
や
木
像
な
ど
が

残
り
、
有
名
な
人
物
で
あ
れ
ば
、
教
科

書
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
誰
も
が
顔
を
よ

く
知
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
津
山
藩
主

の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
森
家
で

は
４
代
、
松
平
家
で
は
９
代
、
合
計
昭

人
の
藩
主
が
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
木

像
や
肖
像
画
・
写
真
な
ど
で
容
貌
が
わ

か
る
の
は
、
現
時
点
で
わ
ず
か
に
３
人

だ
け
で
す
。
そ
の
３
人
と
は
、
森
忠
政
．

松
平
斉
孝
・
松
平
斉
民
（
確
堂
）
で
す
。

③

●研究余録●

婆
の
見
え
な
い
津
山
藩
主

零|Ⅱ川１１
森忠政木像(本源寺蔵）

松
平
家
に
は
、
津
山
拝
領
前
の
家
の

祖
先
で
あ
る
結
城
秀
康
と
松
平
忠
直
の

肖
像
画
は
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

な
ぜ
か
松
平
光
長
の
画
像
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
し
、
そ
の
後
何
代
も
の
藩
主
像

も
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
松
平
家
の
場

合
、
幼
少
で
亡
く
な
る
藩
主
が
続
い
た

こ
と
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
領
地
の
石
高

が
少
な
く
、
極
め
て
財
政
が
厳
し
か
っ

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
せ
め
て
初
代
の
宣

小
島
徹

■
漣 と

で
す
。

§

Ｎ

ＩＩ
『

仏

結城秀康肖像画

富
だ
け
は
肖
像
画
を
作
り
そ
う
な
も
の

で
す
が
、
確
認
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
現
状
で
確
認
で
き
な
い

か
ら
と
言
っ
て
、
何
も
作
成
さ
れ
な

か
っ
た
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
誰
に
も
知

ら
れ
て
い
な
い
ど
こ
か
に
、
ま
だ
眠
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

も
し
か
す
る
と
何
か
の
事
情
で
失
わ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
失

わ
れ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
ば
保
管
場

所
が
火
災
に
遭
っ
て
焼
失
し
た
と
か
、

何
ら
か
の
記
録
が
残
る
は
ず
で
す
。
津

山
藩
主
の
場
合
、
調
査
し
尽
し
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
の
と
こ
ろ

藩
主
像
の
滅
失
記
録
を
確
認
で
き
ま
せ

ん
。

今
後
の
調
査
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て

何
ら
か
の
発
見
が
あ
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
が
、
こ
の
謎
は
深
く
、
残
念

な
が
ら
そ
う
簡
単
に
解
明
で
き
そ
う
に

は
あ
り
ま
せ
ん
・
津
山
藩
主
の
多
く
は
、

単
に
過
去
の
人
物
だ
か
ら
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
本
当
に
そ
の
姿
が
見
え
な
い

の
で
す
。

※
注
記
し
た
資
料
以
外
は
全
て
個
人
蔵
。
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２
城
下
町
絵
図
と
城
下
絵
図

「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
の
研
究
に
は
、
城

下
町
絵
図
が
欠
か
せ
な
い
。
津
山
で
も
数
多

く
の
城
下
町
絵
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、
研

究
に
は
重
宝
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、

津
山
藩
松
平
家
で
作
成
さ
れ
た
享
保
八
年

（
一
七
二
三
）
頃
製
作
と
推
定
さ
れ
る
城
下

町
絵
図
は
、
彩
色
が
施
さ
れ
た
状
態
の
良
い

絵
図
で
、
江
戸
時
代
中
頃
の
津
山
の
様
子
を

よ
く
伝
え
て
い
る
。

こ
の
絵
図
を
、
津
山
郷
土
博
物
館
で
は
慨

例
に
従
っ
て
「
津
山
城
下
町
絵
図
」
と
称
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
絵
図
そ
の
も
の
に
名
称
が

記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
津
山
の
「
い
わ
ゆ
る

城
下
町
」
を
描
い
た
絵
図
と
し
て
「
津
山
城

下
町
絵
図
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

津
山
郷
土
博
物
館
に
は
、
こ
の
「
津
山
城

下
町
絵
図
」
と
近
い
時
期
に
製
作
さ
れ
た
ほ

ぼ
同
じ
絵
図
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
八
月
十
五
日
の
Ｈ

付
と
、
「
津
山
御
城
下
惣
絵
図
」
と
い
う
名

称
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
様
の
記

載
か
ら
、
こ
の
絵
図
の
製
作
者
あ
る
い
は
使

用
者
が
「
御
作
事
所
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
藩
の
作
聯
所
が
公
文
書
と
し
て
用
い
て

い
た
絵
図
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
絵
図
の
名
称
「
津
山
御
城
下

惣
絵
図
」
か
ら
、
こ
の
絵
図
が
、
津
山
の
御

城
下
惣
て
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
が
知

れ
る
。
つ
ま
り
「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
を
描

い
た
絵
図
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
い
わ
ゆ

る
城
下
町
」
を
当
時
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「
御

城
下
」
「
惣
」
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

残
念
な
が
ら
、
津
山
藩
の
城
下
町
絵
図
資

１
は
じ
め
に

城
下
町
研
究
に
は
長
い
蓄
積
が
あ
り
、
そ

こ
で
は
城
下
町
の
定
義
も
試
み
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
事
典
』

の
城
下
町
の
項
目
で
は
、
「
城
下
町
と
は
城

館
を
核
と
し
、
あ
る
程
度
の
武
士
、
商
工
業

者
、
そ
れ
に
寺
社
で
構
成
さ
れ
た
非
農
業
的

要
素
の
濃
い
集
落
と
定
義
で
き
る
。
」
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
良
く
で
き
て
お
り
、

大
ま
か
な
話
を
す
る
際
の
現
在
の
用
語
と
し

て
は
、
特
に
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

市
民
に
城
下
町
の
歴
史
を
説
明
す
る
際
に
も

し
ば
し
ば
用
い
て
い
る
。

し
か
し
、
津
山
の
城
下
町
に
関
す
る
資
料

を
読
ん
で
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
言
葉
の
意

味
の
相
違
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
。
つ

ま
り
、
前
記
定
義
に
基
づ
い
て
通
常
用
い
て

い
る
「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
と
近
世
津
山
の

現
実
の
言
葉
と
し
て
の
「
城
下
町
」
と
は
、

同
じ
意
味
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
の
城
下
町
と
い
う
言
葉
が
何
を
意
味

す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
古
く

か
ら
話
題
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
と
い
う
言
い
回

し
で
表
現
し
て
い
る
の
は
、
近
世
の
言
葉
で

い
え
ば
「
城
下
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
と
い
う
言

葉
も
論
文
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
小
林

清
治
「
い
わ
ゆ
る
「
城
下
町
」
の
構
造
」
『
福

「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
と

津
山
の
「
城
下
町
」

尾
島
治

研
究
ノ
ー
ト

脇
大
学
学
芸
学
部
論
集
』
第
８
号
）
。
そ
う

し
た
言
葉
の
意
味
の
相
違
を
認
め
た
上
で
、

そ
れ
で
も
、
城
下
町
と
い
う
言
葉
は
学
術
語

で
あ
る
と
し
て
定
義
さ
れ
た
の
が
、
前
記
の

定
義
の
例
で
あ
っ
た
。
城
下
町
の
概
念
や
そ

の
成
立
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
も
あ

り
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
や
や
控
え
め
に

「
私
の
城
下
町
」
と
書
い
た
人
も
あ
る
。

歴
史
的
な
概
念
と
し
て
の
城
下
町
と
い
う

言
葉
は
便
利
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
理
解
で

き
る
。
た
だ
、
近
世
資
料
の
中
で
実
際
に
用

い
ら
れ
て
い
る
用
語
と
同
じ
言
葉
が
、
異

な
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
多

少
の
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

些
細
を
こ
と
で
あ
る
が
、
「
い
わ
ゆ
る
城

下
町
」
の
歴
史
的
性
格
を
考
え
る
上
で
も
、

実
際
の
用
語
が
存
在
す
る
以
上
、
地
域
の
実

情
を
確
実
に
押
さ
え
た
上
で
、
こ
う
し
た
差

異
を
常
に
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
特
に
『
津
山
市
史
』
の
よ
う
に
市
民
の

た
め
の
歴
史
叙
述
で
は
、
こ
う
し
た
言
葉
の

用
い
方
に
も
意
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
こ
こ
で
は
、
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、

「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
と
そ
の
内
部
区
分
に

関
し
て
近
世
の
津
山
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用

語
に
つ
い
て
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
城
下
町
と
い
う
言
葉
の
相
違
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
前
例

に
倣
っ
て
、
現
代
の
用
語
を
「
い
わ
ゆ
る
城

下
町
」
と
し
、
近
世
津
山
で
の
用
語
を
「
城

下
町
」
と
す
る
。
後
世
に
付
け
ら
れ
た
絵
図

の
名
称
な
ど
、
城
下
町
を
含
む
熟
語
に
関
し

て
は
厳
密
に
は
区
別
し
て
い
な
い
。

料
で
は
、
当
時
の
名
称
が
記
録
さ
れ
て
い
る

も
の
が
こ
の
一
点
し
か
な
く
、
何
か
を
論
証

す
る
に
は
不
十
分
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
津
山
藩
で
は
、
当
時
の
表
現
と

し
て
み
れ
ば
、
「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
を
「
（
御
）

城
下
」
と
称
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

３
町
奉
行
日
記
に
見
る
「
い
わ
ゆ
る

城
下
町
」
の
区
分
と
「
城
下
町
」

城
下
町
絵
図
の
多
く
は
美
し
い
彩
色
が
施

さ
れ
て
お
り
、
武
士
の
居
住
地
や
町
人
の

町
、
あ
る
い
は
寺
社
地
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る

の
は
、
「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
を
身
分
に
よ
っ

て
空
間
的
に
分
割
し
た
状
況
を
示
す
図
面
で

あ
り
、
城
下
町
絵
図
と
い
う
の
は
江
戸
時
代

の
身
分
配
祇
図
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
武
家
地
と
町
人
地
を
例

に
取
り
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
津
山
に
お
け

る
「
城
下
町
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
当
時
の

言
葉
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て
い

た
の
か
と
い
う
点
を
、
具
体
的
な
事
例
で
確

認
し
て
お
き
た
い
。

「
（
御
）
城
下
」

「
城
下
」
と
い
う
の
は
、
「
い
わ
ゆ
る
城

下
町
」
全
体
を
地
理
的
な
場
所
と
し
て
指
す
。

た
だ
、
空
間
的
に
は
城
内
が
抜
け
る
こ
と
に

な
る
。
身
分
的
な
言
葉
と
し
て
は
、
町
人
と

百
姓
と
い
う
対
比
か
ら
、
町
方
と
在
方
が
対

に
な
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
地

理
的
な
区
分
で
は
、
在
方
に
対
す
る
言
葉
と

し
て
城
下
が
対
応
す
る
場
合
も
多
い
。
百
姓

』
１
１
弐

一
，
（
梱
）



で
は
な
く
、
武
士
や
町
人
ぼ
ど
が
住
む
区
域

と
し
て
、
在
方
と
大
き
く
区
分
け
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
用
法
の
場
合
、
通
常
、
社
会
組
織

や
共
同
体
的
な
意
味
は
込
め
ら
れ
て
い
な
い
。

具
体
的
な
用
例
と
し
て
は
、
『
御
城
下
通

行
町
分
掃
除
」
で
は
、
幕
府
役
人
な
ど
が
津

山
城
下
を
通
行
す
る
際
に
、
町
分
を
掃
除
す

る
よ
う
に
と
の
指
示
に
関
連
し
た
表
現
で
あ

る
。
ま
た
、
「
町
在
之
外
御
城
下
寺
院
」
と

い
う
場
合
に
は
、
触
書
な
ど
に
お
い
て
、
町

方
と
在
方
、
そ
し
て
城
下
の
寺
院
が
そ
の
対

象
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
．

ま
た
、
「
御
城
下
一
里
四
方
追
払
」
と
い

え
ば
、
追
い
払
わ
れ
た
罪
人
は
、
都
市
部
に

は
全
く
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
十
一
月
十
二
日
、

「
若
殿
様
」
の
宮
参
り
を
前
に
し
て
、
城
下

に
火
の
元
の
用
心
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
中
で
、
「
火
用
為
御
示
内
山
下
始

御
城
下
町
奉
行
相
廻
候
様
被
仰
出
町
方
者
勿

論
之
事
」
と
あ
り
、
津
山
城
の
堀
の
内
で
あ

る
内
山
下
を
始
め
と
し
て
「
御
城
下
」
を
町

奉
行
が
廻
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
あ
る
。
そ

し
て
、
町
奉
行
で
あ
る
か
ら
「
町
方
者
勿
論

之
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
実
施
さ
れ

た
実
際
の
「
若
殿
様
」
の
宮
参
り
の
道
筋
か

ら
考
え
て
、
「
御
城
下
」
は
、
重
臣
の
居
住

区
で
あ
る
内
山
下
と
武
家
地
を
含
み
、
津
山

の
町
全
体
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ち

な
み
に
、
「
内
山
下
」
は
家
臣
の
居
住
区
で

も
あ
る
が
、
「
内
山
下
御
家
中
町
方
」
な
ど

と
並
列
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
に
触
れ

る
「
家
中
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
堀
の
内
で
あ
る
「
内
山
下
」
は
当
然
城

「
（
御
）
家
中
」

城
下
に
お
い
て
家
臣
全
体
や
武
家
地
を
指

す
場
合
に
は
、
「
（
御
）
家
中
」
が
用
い
ら
れ

る
。
こ
の
「
家
中
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
来

は
大
名
家
の
家
臣
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
津
山
で
は
、
津
山
藩
松
平
家
の
家
臣

を
指
し
て
い
る
。
津
山
藩
松
平
家
の
場
合
、

い
わ
ゆ
る
武
士
と
し
て
士
格
に
属
す
る
の
は

小
従
人
組
以
上
の
格
式
の
家
で
あ
り
、
そ
の

下
に
大
役
人
・
小
役
人
・
坊
主
な
ど
が
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
士
格
の
区
別
は
、
家
中
の
巾
で

の
区
別
で
あ
り
、
町
人
や
農
民
に
対
し
て
は

総
て
家
中
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

「
御
家
中
坊
主
以
上
」
と
言
え
ば
総
て
の
家

臣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
に
、
足
軽

や
中
間
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
さ
ら

に
広
く
藩
の
関
係
者
を
表
現
す
る
と
き
に

は
、
「
御
家
中
井
足
軽
中
間
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
家
中
が
居
住
し
て
い

る
地
域
も
、
町
奉
行
日
記
の
中
で
は
そ
の
ま

ま
「
家
中
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
五
月
十
五
日
の
、

「
近
来
今
西
行
と
申
も
の
御
家
中
を
も
致
俳

内
で
あ
る
と
い
う
意
識
と
、
一
方
で
、
狭
義

に
は
三
之
丸
に
通
じ
る
冠
木
門
の
内
側
が
城

内
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
混
在
し
て
い
る
か

ら
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
実
際
の
絵
図
で
見
る
と
、
津

山
城
の
絵
図
で
は
堀
の
内
側
全
て
が
描
か
れ

て
お
り
、
「
津
山
御
城
下
惣
絵
図
」
な
ど
の

「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
絵
図
で
は
、
「
内
山
下
」

ま
で
は
詳
細
に
描
か
れ
る
が
、
冠
木
門
か
ら

内
部
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
と
な
る
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
御
家

中
」
に
加
え
て
念
を
入
れ
る
た
め
に
「
林
田

ノ
上
之
町
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
町
方
」
と
「
城
下
町
」

町
人
そ
の
も
の
や
町
人
の
住
む
町
は
「
町

方
」
「
惣
町
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
。
こ
れ
に

関
し
て
は
詳
細
な
説
明
も
不
要
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
「
町
方
」
と
同
じ
意
味
を
持
つ
「
城

下
町
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「
城
下
町
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え

る
前
に
、
そ
も
そ
も
、
江
戸
時
代
の
津
山
で
、

実
際
に
「
城
下
町
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら

れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し

て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
、
「
城
下
町
」
の

用
い
ら
れ
方
を
町
奉
行
日
記
の
実
例
か
ら
見

て
み
た
い
。

町
奉
行
日
記
に
お
け
る
「
城
下
町
」
の
用

例
は
、
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
り
、
し
か
も
、
読
み
方
に
よ
っ
て
は
「
城

下
」
の
「
町
」
と
読
め
な
く
も
な
い
場
合
が

あ
る
。
例
え
ば
、
「
美
作
国
津
山
城
下
町
各

三
拾
三
町
人
別
党
」
や
「
美
作
国
松
平
越
後

守
津
山
城
下
町
惣
人
別
相
改
候
」
と
い
う
場

合
は
、
「
城
下
」
と
「
町
」
を
区
切
り
と
し

て
読
ん
で
も
読
め
な
く
は
な
い
。
「
美
作
国

津
山
城
下
、
町
各
三
拾
三
町
人
別
党
」
で
あ
っ

た
り
、
「
美
作
国
松
平
越
後
守
津
山
城
下
、

町
惣
人
別
相
改
候
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
城
下
町
」
の
本
来
の
意
味
か
ら

す
れ
ば
、
「
城
下
」
の
「
町
」
が
言
葉
の
由

来
な
の
で
あ
ろ
う
か
ら
当
然
で
あ
る
。
た
だ
、

い
ず
れ
も
「
津
山
城
下
町
」
と
読
む
こ
と
も

可
能
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

③



下町絵図（津山郷土博物館蔵）

４
お
わ
り
に

「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
を
構
成
す
る
要
素

は
、
地
域
に
よ
っ
て
様
々
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
大
枠
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
個

別
に
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
事
例

も
多
い
だ
ろ
う
。
「
城
下
町
」
の
事
例
と
は

性
格
が
異
な
る
が
、
例
え
ば
、
誰
で
も
良
く

知
っ
て
い
る
目
明
し
な
ど
で
も
、
江
戸
の
目

明
し
を
研
究
し
た
成
果
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

津
山
の
事
例
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
（
拙
稿
「
津
山
城
下
町
の
Ｈ
明
し
」
『
津

山
郷
土
博
物
館
だ
よ
り
津
博
」
第
７
０

号
）
。
「
い
わ
ゆ
る
城
下
町
」
の
類
型
に
関
わ

る
町
人
町
の
「
内
町
」
・
「
外
町
」
も
、
津
山

に
は
津
山
の
有
り
様
が
あ
り
、
非
農
業
的
要

素
の
濃
い
津
山
の
「
城
下
町
」
に
は
多
く
の

き
く
に
ん

ま
ち
き
く

「
作
人
」
が
居
住
し
て
お
り
、
「
町
作
庄
屋
」

を
勤
め
る
商
人
が
い
た
。

市
民
の
た
め
の
『
津
山
市
史
』
を
目
指
し

て
い
く
中
で
、
津
山
の
幕
ら
し
と
言
葉
を
大

切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
で

あ
ろ
う
。

米
価
の
騰
貴
か
ら
全
国
的
に
米
屋
の
打
ち
壊

し
な
ど
が
頻
発
す
る
中
で
、
津
山
の
町
も
不

穏
当
な
風
聞
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

が
、
藩
に
よ
る
救
済
措
置
に
よ
り
、
「
当
時

御
城
下
町
人
気
之
様
子
被
為
聞
度
よ
し
脊
上

候
様
」
と
の
指
示
に
よ
り
、
そ
の
後
、
町
奉

行
が
様
子
を
報
告
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
「
城
下
町
」
の
「
人
気
」
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
町
人
た
ち
の
生
活
の
場

で
あ
る
「
城
下
町
」
の
世
怖
の
報
告
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

津山御城下惣絵図（津山郷士博物館蔵）

｡

し
か
し
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月

十
三
日
条
の
「
御
城
下
町
弐
丁
目
・
出
火
之

節
」
云
々
の
用
法
で
は
、
「
御
城
下
町
」
の

町
内
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
弐
丁
目
」
と
し
か

読
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
五
月
晦
日
、
「
三

浦
志
摩
守
殿
城
下
町
神
代
屋
小
兵
衛
枠
好
五

郎
」
が
津
山
城
下
京
町
の
田
原
屋
に
逗
留
す

る
こ
と
に
葱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
享
和
三

年
（
一
八
○
三
）
三
月
二
十
二
日
に
も
関
連

の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
三
浦
志
摩

守
殿
領
分
当
国
真
島
郡
勝
山
中
町
神
代
屋
小

兵
衛
枠
好
五
郎
」
と
あ
り
、
「
城
下
町
」
が

勝
山
の
町
人
町
を
含
む
言
葉
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
当
時
の
言
葉
と

し
て
「
城
下
町
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
三
月
七
日
の
記
事

で
は
、
玉
置
忠
兵
衛
が
晒
臆
問
屋
を
始
め
る

際
の
こ
と
で
あ
る
が
、
町
奉
行
は
「
再
三
遂

吟
味
申
処
御
城
下
町
指
支
二
相
成
候
率
少
無

之
」
と
し
て
、
「
城
下
町
」
の
商
売
な
ど
に
支

障
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
後
結
論
的
に

は
「
町
方
之
故
障
ニ
ハ
成
不
申
」
と
判
断
し
て

い
る
。
町
奉
行
の
担
当
業
務
と
い
う
こ
と
か
ら

し
て
も
、
「
城
下
町
」
と
「
町
方
」
が
同
じ
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
正
月
二
日
、
登

城
し
て
の
御
用
初
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
人
が
祝
詞
を
述
べ
る
際
に
、
町
奉
行
後
藤

守
助
は
「
御
城
下
町
一
統
御
静
読
」
と
述
べ

て
、
自
ら
の
担
当
で
あ
る
「
城
下
町
」
が
静

読
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
六
月
十
三
日
、
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美
作
学
講
座
の
ご
あ
ん
な
い
ｌ
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
Ｉ

つ
．
Ｌ
Ｌ

通_」

講師の森俊弘氏

■ロ

第１回の会場の様子
１

Ｐ

新
し
い
津
山
市
史
編
さ
ん
を
目
指
し
た
調
査
が
進
展
す
る
中
で
、
今
号
の

各
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
の
と
お
り
、
執
筆
者
に
よ
る
研
究
も
い
よ
い
よ
本
格
化

し
て
い
ま
す
。

津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）
で
は
、
美
作
大
学
と
の
共
催
で
「
美
作
学

講
座
」
と
い
う
市
民
の
生
涯
学
習
の
た
め
の
企
画
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
「
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
市
史
の

執
筆
者
４
名
を
講
師
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
第
１
回
が
、
６
月
過
日
に
美
作
大
学
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
真
庭
市

い
お
う
や
ま

教
委
の
森
俊
弘
氏
が
「
美
作
祝
山
城
を
め
ぐ
る
攻
防
Ｉ
草
苅
・
字
喜
多
戦
争

の
行
方
ｌ
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
３
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
市
史
研
究
』
に

寄
稿
さ
れ
た
最
新
の
研
究
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
約

１
１
０
人
の
聴
講
者
は
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

残
り
３
回
の
予
定
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
聴
講

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
い
ず
れ
も
、
会
場
は
美
作
大
学
、

時
間
は
午
後
１
時
釦
分
～
３
時
、
事
前
申
込
は
不
要
。

○
第
４
回
》
旭
月
５
日
（
土
）
「
津
山
松
平
藩
の
武
家
女
性
に
つ
い
て
」

前
岡
山
地
方
史
研
究
会
会
長
妻
鹿
淳
子
氏

幸
年
全
つ
き
ご
〃
、

○
第
２
回
》
８
月
羽
日
（
土
）
「
津
山
の
城
下
町
と
町
作
」

郷
土
博
物
館
館
長
尾
島
治

○
第
３
回
》
佃
月
劉
日
（
土
）
「
吉
井
川
の
筏
」

前
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
館
長
在
間
宣
久
氏

血
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